
 
私

た

ち

は

 

 
北

朝

鮮

の

「

人

工

衛

星

」

打

ち

上

げ

を

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

利

用

し

た

軍

拡

に

反

対

し

ま

す

！

 

 

〇

八

月

三

一

日

、
北

朝

鮮
（

朝

鮮

民

主

主

義

共

和

国

）
が

、「
ミ

サ

イ

ル

」
を

発

射

し

た

と

大

 

々

的

に

報

道

さ

れ

ま

し

た

が

、
九

月

十

二

日

に

は

、
米

国

務

省

も
「

人

工

衛

星

打

ち

上

げ

失

 

敗

」

と

確

認

。

し

か

し

、

日

本

政

府

だ

け

が

、

未

だ

に

「

ミ

サ

イ

ル

発

射

」

と

連

呼

。

 

民

間

飛

行

機

の

飛

行

に

も

危

険

を

与

え

か

ね

な

い

こ

の

行

為

は

、

批

判

さ

れ

て

当

然

で

す

 

が

、

日

本

政

府

の

反

応

は

異

常

で

、

こ

の

事

件

を

最

大

限

に

利

用

し

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

 

 

〇

人

工

衛

星

発

射

技

術

が

、

ミ

サ

イ

ル

開

発

と

連

動

し

て

い

る

こ

と

は

事

実

で

す

が

、

日

本

も

人

工

衛

星

を

発

射

し

て

い

ま

す

。

そ

れ

に

、

北

朝

鮮

に

し

て

み

れ

ば

、

日

本

に

は

、

ア

ジ

ア

全

域

へ

の

出

撃

基

地

と

し

て

の

多

く

の

米

軍

基

地

や

、

最

新

装

備

の

自

衛

隊

も

あ

り

、

こ

の

三

月

に

は

、

浜

松

基

地

に

は

、

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

（

空

中

早

期

警

戒

管

制

機

）

も

配

備

さ

れ

、

北

朝

鮮

に

対

す

る

日

米

の

脅

威

が

、

急

速

に

強

化

さ

れ

た

結

果

、

北

朝

鮮

も

警

戒

を

強

め

て

い

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

 

 

〇

こ

の

事

件

以

来

、

日

本

国

内

に

軍

事

拡

大

の

動

き

が

強

ま

り

ま

し

た

。

独

自

の

偵

察

衛

星

の

 

保

有

、

弾

道

ミ

サ

イ

ル

を

迎

撃

ミ

サ

イ

ル

で

撃

墜

す

る

と

い

う

Ｔ

Ｍ

Ｄ

（

戦

域

ミ

サ

イ

ル

防

衛

）

構

想

へ

の

共

同

技

術

研

究

へ

の

参

加

、

そ

し

て

米

軍

の

戦

争

に

協

力

さ

せ

ら

れ

る

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

関

連

の

「

周

辺

事

態

措

置

法

案

」

の

制

定

の

動

き

な

ど

な

ど

…

。

 

 

〇

皆

さ

ん

、

安

全

保

障

と

は

、

こ

の

よ

う

な

軍

事

的

な

対

応

だ

け

で

は

な

く

、

外

交

な

ど

も

含

め

、

ど

う

す

れ

ば

国

民

の

平

和

と

安

全

を

守

る

こ

と

が

出

来

る

か

と

い

う

観

点

か

ら

、

総

合

的

に

考

え

る

べ

き

も

の

で

す

。

 

 

大

体

、

数

兆

円

も

か

か

る

Ｔ

Ｍ

Ｄ

に

し

て

も

、

百

パ

ー

セ

ン

ト

の

ミ

サ

イ

ル

迎

撃

は

出

来

 

な

い

と

い

い

ま

す

。

そ

れ

な

ら

ば

、

北

朝

鮮

の

「

脅

威

」

を

叫

ぶ

の

で

は

な

く

、

こ

ち

ら

の

 

「

脅

威

」

を

無

く

し

て

い

く

た

め

に

尽

力

す

べ

き

で

し

ょ

う

。

 

 

〇

日

本

国

憲

法

の

精

神

に

則

り

、

軍

事

基

地

を

無

く

し

、

他

国

に

「

脅

威

」

を

与

え

な

い

平

和

的

な

日

本

を

創

り

出

す

こ

と

、

こ

れ

こ

そ

が

真

の

平

和

へ

の

道

で

す

。

軍

事

強

化

が

更

な

る

軍

事

強

化

を

招

く

と

い

う

「

愚

」

の

悪

循

環

は

、

ま

っ

ぴ

ら

で

す

。

 

 

〇

私

た

ち

は

、

日

本

政

府

に

、

北

朝

鮮

と

協

議

す

る

こ

と

と

、

北

朝

鮮

食

料

援

助

凍

結

を

解

い

て

、

食

糧

難

に

苦

し

む

人

々

に

援

助

す

る

こ

と

を

求

め

ま

す

。

 

軍

事

的

対

応

で

は

な

く

、

平

和

的

な

対

応

を

！

 

平

和

な

ア

ジ

ア

を

創

り

出

し

て

い

く

た

 

め

に

は

、

こ

れ

し

か

方

法

は

あ

り

ま

せ

ん

。

 

  

一
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九
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第
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八

〇
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・
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法

を

守

る
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進

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

浜
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市
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法

を
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会
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浜

松

市
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三

〇

一

～

十

五

 


